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なぜこの論文を読もうと思ったのか？ 

  

・患者の退院時ホームエクササイズ指導などを考えていた際に、ホームエクササイズが本当に効果があるの

か、どのようなホームエクササイズが効果的かを考えた過程で本論文に至る。 

  

内 容 

背景 

  

・脳卒中後の長期的視点での機能低下を予防するための介入のエビデンスは欠けている状態です。 

  

目的 

  

・個別に身体活動と運動についての定期的なコーチングを 18 ヶ月間フォローアッププログラムとして行った場

合の有効性と安全性を評価することであった。 

  

方法 

  

・多施設共同で行った。脳卒中後１０～１６週の退院後の脳卒中患者３８０名を定期指導群と通常ケア群に分

けて検証した。 

  

・アウトカムとして Barthel index/modified Rankin Scale/item 14 from Berg Balance Scale/Timed Up and 

Go test/gait speed/6-minute walk test/ Stroke Impact Scale を評価した。 

  

・二次的なアウトカムとして有害事象の頻度・訓練日記、国際身体活動アンケートを記入した。 
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結果 

 

 

・Barthel index・modified Rankin Scale・item 14 from Berg Balance Scale はグループ間で差はなかった。 

  

・再発などの有害事象の頻度は両群とも低かった。 

  

・訓練日記、国際身体活動アンケートでは活動レベルは上昇したが、運動の強度は低かった。 

  

・結論として、定期的な個別指導は、標準的ケア群と比較して、運動機能の維持または二次的アウトカムを改

善しなかった。 

  

私見・明日への臨床アイデア 

  

・マニュアル的な指導でなく、個別性で対応すべきである。現在効果的な訓練内容がどのように行えば自宅で

も行えるのか、それがどのような事に繋がっていくのかを考えていく必要がある。 

  

・病院と在宅では生活の仕方が大幅に変わると考える。その場合に起こり得るギャップを考慮して指導してい

く必要がある。 
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